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パッチワークでの活動は、仕事以外

に制作活動や体を動かす活動、外出す

る活動があります。パッチワークの利

用者さんは、外に行くことを好んでい

る人が多いように感じます。新型コロ

ナウイルスが流行り始めた頃は、外出

が難しい時期もありましたが、新しい

生活様式が浸透してきたので、少しず

つ外出の範囲も広がってきていると思

います。といっても屋外での散歩が多

いのですが……。暑さも収まって過ご

しやすくなってきたので、外出すると

利用者さんも気持ち良さそうです。で

きるだけたくさんの人に外出をしてほ
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日陰で一休み 
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自然の中で過ごす 
 

 
職員 岡崎 佳奈 
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しいと思うので、次週の天気予報は必

ずチェックしています。晴れが続く週

は、お散歩ウィークになることもあり

ます。職員が行先を決めていることも

あれば、「ここに行きたい」という利用

者さんの要望の場所に行くことがあり

ます。 

日案を組むときには、一つ一つの活

動にどうしてこの活動を行うのかとい

う「ねらい」というものを考えていま

す。外出でのねらいは、精神の安定を

図ることです。日光を浴びて、外の空

気を吸ったり、体を動かしたりするこ

とは、体内のリズムを整える為には必

要なことです。利用者さんの中には、

日中ほとんど体力を使わないと、夜眠

れなくなってしまうという人がいます。

そういったことを少しでも解消できる

ように、外で少し長めの距離を歩ける

場所を選ぶようにすることがあります。 

 

 

石黒唯香さんは、少し足元の悪い場

所でもうまくバランスを取りながら、

職員と一緒に行くことがあります。長

めの距離だと時々「疲れた」と言うこ

ともありますが、活発に体を動かして

います。車椅子に乗っている人で、自

分で動かすことができる人は、少し広

めの道で自分で操作をして体を動かし

てもらっています。外での車椅子の操

作は、パッチワーク内よりも周囲に気

を配る必要があるので、利用者さん自

身も体を起こして前を向くなど、自分

で意識して体を使っているようです。

自分での操作が難しい人は、職員が車

椅子を押して、日光浴を楽しんでいま

す。外に行くと周囲をキョロキョロと

見ている人、日の光と車いすの振動が

心地良くウトウトしている人もいます。 

さらに外出することで、四季を感じ

ることができます。室内でも楽しめま

すが、実際外へ出たほうが木々に変化

があることや、街中のイルミネーショ

ンを見てどんな季節のイベントが知る

ことができます。特に日本人は四季を

楽しむ文化があるので、利用者さんに

も体感してほしいという気持ちがあり

ます。そういったちょっとずつの経験

が利用者さんの生活に新しい変化を与

えることになるのではないかと思いま

す。 

日案を担当する職員は毎日違います

が、どの曜日でも利用者さんが楽しい

と感じ、何か一つでも得るものがある

活動にしたいと思っています。まだま

だ不十分なことはあると思いますが、

工夫を重ねて充実したパッチワークの

活動にしていきたいです。 

 

 

 

転ばないように、慎重に！ 
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パッチワークで利用者さんの一番の

個性が出るだろう活動が缶加工です。

車椅子の方、歩ける方、ゆっくりやる

方、せっかちな方．．．それぞれがそれ

ぞれの方法で日々缶を潰しています。

この缶加工が好きな方もいれば苦手な

方もいて、色々な表現をだして活動に

参加しています。一緒に活動に入る際

には、どうしたらみんなが楽しく参加

できるかと工夫しながら行うのも私た

ちの楽しみのひとつです。できればみ

んなにこやかに参加できたらなと思っ

ていますがなかなか上手くいかないこ

とも多いです。 

吉田貴士さんはこの道 10 年の大ベ

テランです。車椅子に乗りながらエプ

ロンで全身をガードしてかっこよく缶

を潰しています。左手で膝の上に乗せ

た缶を握り、この姿を見てくれと言わ

んばかりに天高く缶を掲げ、電動の加

工機へ！入れたり入れなかったりしま

す。時には缶を二つ同時にもって見せ

てくることもあります。この時貴士さ

んの膝の上にかごを乗せて缶を入れる

のですが、活動を行っていくうちにカ

ゴが段々とずり落ち、上手くいかない

ことがあります。貴士さん自身も飽き

てくるようで時に眠ってしまうことが

あります。こういったことを解決する

ために膝まであるスチールの台を置き、

その中に缶を入れてみたり、ダンボー

ルの中に入れてみたり、飽きてこない

よう表面がザラザラした缶を使い感触

を楽しんでもらったりして楽しめるよ

うにしています。 

沢辺さんはこれまであまり缶加工に

は参加する事はなかったため、どうや

って潰してもらおうかと試行錯誤の毎

日です。時には段ボールなどを使いピ

タゴラスイッチのように沢辺さんの動

きで自動的に缶を潰す仕組みを考えて

みたり、沢辺さんの興味のあるおもち

ゃで誘ってみたりしながら一緒に参加

することを楽しめるようにしています。 

 

缶加工を楽しめるようには 

どうすればいいか… 

高さんはこれまで全くと言っていい

ほど参加する機会がありませんでした。

一緒に行った時にはストレッチャーに

乗った高さんの手を握り、一緒に缶を

日常の風景 

 

楽しく缶加工を！ 
 

 職員 西﨑 義紘 
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加工機に落とすようにしています。手

を動かすことが楽しいのか、音が鳴る

のが楽しいのか作業開始から 10 分ほ

ど笑って楽しんでいました。

 

缶を潰す音で大笑い！ 

 

ここまで 3 人の利用者さんの様子を

お伝えしましたが、三者三様それぞれ

のやり方で行なっているのが伝わった

でしょうか？みんなそれぞれ全く違う

特徴を持ってよりやりやすい方法を探

りながら活動に参加していますので今

後も一人一人の方と活動に入れる瞬間

を大切に楽しんできたいと思います。 

 

 

 

 
〈行事、研修、その他〉7～8 月 

★家族の会…7 月 5 日(月) 

★障害施設リーダー研修…7 月 5・14

日 

★シェイクアウトいしかわ参加…7 月

7 日(水) 

★金沢市障害者虐待防止研修…7 月 15

日(木) 

★職場環境改善研修会…7 月 27 日(火) 

★リスクマネジメント実践研修…7 月

28 日(水) 

★キャリアパス対応チームリーダー研

修…7 月 29・30 日 

★北陸学院大学生 保育実習 4 名…8

月 2～31 日 

★キャリアパス対応初任者研修…8 月

4・5 日 

★福祉のしごと講習・身体介護…8 月

18 日(水) 

 

 

〈パッチワークでの活動〉 

★清掃アルバイト 

7 月 1・8・15・29・8 月 5・19・26

日 

★金沢大学交流(学食) 

なし 

主な出来事 
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私がパッチワークに来たのは 35 歳

の時でした。これまでずっと、栄養士

として精神に障害がある方と一緒に働

いていました。退職を機に精神の方だ

けでなく、他の障害がある方とも関わ

ってみたいと思いパッチワークで働く

事を決めました。身体に障害のある方

とこれまで関わった事が無く、福祉の

事を学んだ事も無い私でしたが、やっ

てみなければ分からないという気持ち

でこれまで頑張ってきました。 

パッチワークには、言葉を話す事が

出来ない方が多く通われていましたが、

表情の変化や目、口の動き、指さしや

職員の手を引っ張って自分のやりたい

ことを教えてくれる方、泣いたり、怒

ったり、声の出し方などで自分の気持

ちを伝えてくれる方など、話す事が出

来なくても気持ちのやり取りが出来る

という事を利用者との関わりの中で知

ることが出来ました。しっかりと自分

の意志を持ち、伝える力があり、時に

はぶつかり合う事もありましたが、気

持ちをぶつけ合う事もお互いを理解し

ていく為には必要な事ではないかと、

パッチワークで働くなかで感じたこと

でした。一緒に色んな活動をすること

で、徐々に利用者の事を理解していき、

やり取り出来るようになった時は、「や

った！」と嬉しくなりました。理解す

ることが出来ず悲しい想いをさせてし

まう事もあり、反省する事も多くあり

ました。楽しい時間を過ごした時は本

当にいい顔をしていて、そんな色んな

表情を見せてくれる利用者が私は大好

きでした。 

「いろんな事をしたい、お出かけし

たい、美味しいものをたべたい、楽し

く過ごしたい」このような想いは障害

があっても無くてもみんな同じだと思

います。パッチワークに来ている利用

者の方は、個性豊かでとても楽しい方

達ばかりでした。みんな違うそれぞれ

の個性がとても素敵で、そういうのが

本当に良いなぁと思いながら働いてき

ました。ここで経験してきた事や学び

得た事は、私にとって、とても大切な

宝物です。ご指導してくださった皆さ

んや保護者の方には感謝の気持ちでい

っぱいです。最後まで力になれなかっ

たのは残念ですが、いつまでもパッチ

ワークを応援しています。本当にあり

がとうございました。 

 

退退職職挨挨拶拶  

たたくくささんんのの出出会会いいにに感感謝謝ししてて  

            職職員員  表表  稚稚恵恵  
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追悼文 
新保暁久さんへの追悼文を

ご紹介いたします。 

原文そのまま転記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暁さんのご冥福を心よりお祈り申

し上げます。 

 

浅井昭子 
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暁久さんへ 

最後のお別れに行けなかったことを、

とても残念に思っています。一週間た

った今思い出すのは、笑った顔、怒っ

た顔、眠たい顔など様々な顔が心にう

かんできます。 

最後にお別れできなかったこと、本

当に残念です。 

 

中道 良美 

 

 

 

暁ちゃんと初めて会ったのは、靖洸

がひまわり教室に入った時でした。 

当時暁ちゃんは中学生で、小さな子供

たちをニコニコしながら見守っている、

「みんなのお兄ちゃん」という感じで

した。私の中では今でもそのイメージ

のままです。 

以前、便りで読んだ旅行のお話など

はとても励みになり、数歩前を行くお

兄ちゃんが道を開いてくれているよう

で、目指す存在でもありました。 

こんなに早く逝ってしまったのは本

当に悲しいです。 

これからは、どうか遠い空の上からみ

んなを見守って下さいね。 

                           

沢辺靖洸・母     

暁久さんとは、小学校五年生でひま

わり教室にきてからのつきあいなので、

ずいぶん長いおつきあいをさせてもら

いましたね。 

 ひまわり教室にいた頃の夏に、アン

ビューを使って三人がかりでプールに

入ったこと。パッチワークができて、

年頃になった暁久さんに水着姿のかわ

いい女の子の写真を見せて声をかける

と、ニヤニヤしていたこと。そして私

のようなおばさんより、若い女の人に

声をかけられた時の方が、笑顔が多か

ったこと。パッチワークへ行くと、い

つもオシャレなサングラスに帽子をか

ぶり、外出の時にはいい表情をしてい

た暁久さんの姿が今も目に浮かびます。 

少しずつパッチワークに通える日も

少なくなっていました。それでもパッ

チワークに行けば、暁久さんに会える

と思っていましたが、もう、これから

は会えないのですね。とても寂しいで

す。 

でも、きっとこれからも、みんなの

心の中で暁久さんは生き続けています

よね。 

暁久さん、長い間本当にありがと

う！ 

 

林田 香奈里 
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心よりお悔やみを申し上げます。 

哲矢にとって本当に大好きなお兄さん

でした。会えると必ず顔を見に行って

いたと聞いています。 

学校に行くようになり、なかなか会え

なくなると“学校にいる状態の重い子

をよく気にしています”と聞くように

なりました。暁久さんと出合って本当

に優しい子に育ったと思っています。

ありがとうございました。 

今は寂しくて少し元気がないです。今

風に言えば“暁久さんロス”です。お別

れがちゃんとできたら、ちょっとは元

気になれるでしょうか。 

哲矢といっしょに、心から安らかな眠

りをお祈り申し上げます。 

 

山本哲矢 山本尚美 

 

 

○ボランティア[2021 年 7～8 月] 

なし 

 

 

 

○寄附・年会費[2021 年 7～8 月](順不

同・敬称略) 

髙田邦夫、室野紀代美 

※7/14 連合石川かなざわ地協様より、

タオル、マスク及びハンドソープを寄

贈していただきました。ありがとうご

ざいました。 

 

○アルミ缶回収 

2021 年 4～8 月 

合計回収量・・・3,530 ㎏ 

合計換金額・・550,990 円 

集人:社会福祉法人ゆいパッチワーク発

行人：北陸障害者定期刊行物協会 

富山県富山市今泉 312 番地 

定価 50 円 

編集後記 

次回のたよりは都合により２０２２

年２月８日発行の予定となります。 

お楽しみに！！     ミズハシ 

寄付・年会費 

アルミ缶回収のご協力 

ありがとうございました 

 

ボランティアさん 

ありがとうございました 
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新保さんへ 


